
本県は現在７１８．５点で９位。冬季の貯金があった
長野県と北海道が順位を落としてきているが、本大
会好調の千葉県など、油断できない。
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弓道少年男子上位８チームが優勝！！

“TEAM FUKUOKA”が継続！！

【左から江口、梅崎、中村崇、中村隆の各選手】

バスケットボール成年男女が準決勝進出！

カヌー少年男子４位入賞！

台風の影響で縮小開催となった。近的・遠的ともに予選のみを

行い、上位８チームに一律１３．５点の競技得点を与える方式と

なった。

成年男子の準々決勝は対北海道。本県のライバル県の一つである。本県は、最後ま

で主導権を握り、勝利。メンバー全員が出場。特に、大学生や若い選手の出場時間が

多く、その起用に選手が応えた試合だった。熊谷主将は、「粘り強い守りから速攻を仕

掛け確実に得点を重ねるのがFUKUOKAのバスケット」と、明日を見据えた。

天候は晴れ、強い日差し、夏を思わせる暑さ。少年男子スプリントカ

ヤックペア５００ｍには、下川拓樹選手と田中征弥選手（ともに三潴高

校）が４位に入賞した。

県カヌー協会は、強化スタッフやトレーナーも帯同させている。強化ス

タッフは、相手選手の分析などを行い、戦術について、監督や選手と

ミーティングを重ねる。この連携がうまく行っていることが、カヌー競技

上位入賞の原動力となっている。

【下川選手（左）と田中選手（右） 】

【シュートを放つ織田選手（６番） 】

少年女子は２種目とも敗退したが、少年男子は近的が１位で、遠的が２

位と入賞し、合計２７点を獲得！予定通り決勝が行われれば、２種目制覇

の可能性もあっただけに、悔やまれる縮小開催となった。強化スタッフらは

「台風でコンディショニング調整が難しかったが、試合会場の敦賀市から片

道約５０ｋｍの鯖江市まで移動し練習を重ねたのが良い結果に繋がった」

と胸を張った。

成年女子も激しいディフェンスからの速攻とドライブからのシュートで得点を

重ね、危なげなく準決勝に進出し、優勝も視野に入ってきた。

下川選手は、「スタートで少し焦ってしまった。優勝

を狙っていたので、非常に残念だが、明日の２００ｍ

が得意なので、スタートからトップスピードで、優勝を

目指す。」と、コメント。

富松監督も、「今年は、どの県もペアに力を入れて

いる傾向かある。ミーティングを充実させ、明日はよ

り上位を狙わせる。」と、語った。

今日の反省を活かし、より高い

ところを狙ってほしい。


